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Integrated biostratigraphy ofplanktonic foraminifera, calcareous
nannofossil, radiolarians and diatoms of middle and upper Miocene sequences of
Central and northeast Honshu, Japan
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64 7 . 三 浦 半 島 南 端 の 中 一 後 期 中 新 世 三 崎 層 産 底 生 有 孔 虫 群 集 に よ る 古 環 境 復 元
秋 元 和 t f  ・ 内 田 英 一 ・ 尾 田 太 良 , 地 球 , 1 3 ( D , 2 4 3 0 , 1 9 9 1
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M a g n a  a n d  K a n t o  r e g i o n s ,  c e n t r a l J a p a n
M .  o d a  a n d  K .  A k i m o t o ,  c e n e t a r y  o f  J a p a n e s e  M i c r o p a l e o n t 0 1 0 別 , 1 n  K . 1 S h i 2 a l く i
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料 集 , 第  2  巻 ( 2 ) , 1 - 2 1 , 1 9 8 6
1 6 . 島 弧 横 断 ル ー ト  N O . 1 5 ( 大 葛 温 泉 一 田 山 一 浄 法 寺 一 三 戸 ・ 久 慈 )
大 口 健 志 ・ 大 上 和 良 ・ 尾 田 太 良 . 北 村 信 編 , 新 生 代 東 北 本 " 阿 瓜 地 質 資 料 集 ,
第  2  巻 ( 3 ) , 1 - 1 3 , 1 9 8 6
1 7 . 関 東 地 方 地 質 断 面 図
三 梨 昂 ・ 尾 田 太 良 ・ 江 藤 哲 ゾ ＼ , 北 村 信 編 , 新 生 代 東 北 本 州 弧 地 質 資 料 条 .
第  3  巻  a ・ 3 ) , 1 9 8 6
1 8 . 山 陰 北 部 海 域 に お け る 浮 遊 性 有 孔 虫 群 集
尾 田 太 良 ・ 池 原 研 , 西 南 日 本 周 辺 大 陸 棚 の 海 底 地 質 に 関 す る 研 究 , 地 質 調
査 所 , 1 6 2 - 1 6 4 , 1 9 8 7
1 9 . 山 陰 東 北 部 海 域 に お け る 浮 遊 性 有 孔 虫 群 集
尾 田 太 良 ・ 池 原 研 , 西 南 日 本 周 辺 大 陸 棚 の 海 底 地 質 に 関 す る 研 究 , 地 質 調



































東 海 沖 海 域 に お け る 浮 遊 性 有 孔 虫 群 集 ( 予 報 )
尾 田 太 良 一 浜 田 元 ・ 桑 原 一 貴 ・ 村 上 隆 幸 ・ 菊 地 宣 紀 ・ 堂 満 華 子 , 東 海 沖 海
域 の 海 洋 地 質 学 的 研 究 及 び 海 域 活 断 層 の 評 価 手 法 に 関 す る 研 究 ( 平 成 9 年 度
研 究 " 究 要 報 告 書 ) , 1 5 7 - 1 7 フ , 1 9 9 8
炭 酸 塩 、 珪 酸 塩 混 合 相 堆 積 物 に 記 録 さ れ た 最 終 氷 期 以 降 の 環 境 変 動
尾 田 太 良 , 科 学 研 研 究 費 補 助 金 ( 基 盤 A ) 研 究 成 果 報 告 書 . 1 - 1 6 3 , 1 9 9 9
北 海 道 西 方 日 本 海 東 部 海 域 に お け る 表 層 堆 積 物 中 の 浮 遊 性 有 孔 虫 群 集 ( 予
容 )
堂 満 華 子 ・ 村 上 隆 幸 ・ 尾 田 太 良 , 阿 ヒ 海 道 西 力 海 城 の 環 境 変 動 に 関 す る 総 合
的 研 究 及 び 海 域 活 断 層 の 評 価 手 法 に 関 す る 研 究 」 平 成 1 0 年 度 研 究 概 要 報 告 書
一 地 質 調 査 所 , 8 1 - 9 1 . 1 9 9 9
北 海 道 西 方 日 本 海 東 部 海 域 に お け る 表 層 堆 積 物 中 の 浮 遊 性 有 孔 虫 群 集 ( 予
察 )
堂 満 華 子 ・ 村 上 隆 幸 ・ 尾 田 太 良 , 北 海 道 西 方 海 域 の 環 境 変 動 に 関 す る 総 合 的
研 究 及 び 海 域 活 断 層 の 評 価 手 法 に 関 す る 研 究 ( 平 成 1 0 年 度 研 究 概 要 報 告
省 ◇ , 地 質 調 査 所 速 報  n o .  M G / 9 9 / 1 , 8 1 - 9 1 , 1 9 9 9
T r a n s p o r t  p r o c e s s e s  o f  f o r a m i n i f e r a  f r o m  t h e  s h e l f  e d g e  t o  t h e  s l o p e  i n  t h e  E a s t
C h i n a  s e a :  e v i d e n c e  丘 o m  s e d i m e n t t r a p  e x p e r i m e n t
Y a m a s a k i ,  M .  o d a ,  M ,  a n d  Y  T a n a k a  2 0 0 0 ,  F e b u r a r y J G O F s  s y m p o s i u m ,  N a g o y a ,
J a p a n
夏 季 の 北 海 道 ・ 秋 田 西 方 沖 日 本 海 に お け る 現 生 浮 遊 性 有 孔 虫 ( 予 察 )
堂 満 華 子 ・ 板 木 拓 也 ・ 尾 田 太 良 ・ 池 原 研 , 北 海 道 西 方 海 域 の 環 境 変 動 に 関
す る 総 合 的 研 究 及 び 海 域 活 断 層 の 評 価 手 法 に 関 す る 研 究 ( 平 成 Ⅱ 年 度 研 究
" 死 要 報 告 皆 り , 地 質 調 査 所 速 報  n o .  M G 川 0 / 1 , 1 9 7 - 2 0 3 , 2 0 0 0
日 本 海 北 東 部 , 北 海 道 西 方 沖 に お け る 現 生 放 散 虫 の 生 息 、 深 度 ( 予 察 )
板 木 拓 也 ・ 堂 満 華 子 ・ 尾 田 太 良 , 北 海 道 西 方 海 域 の 環 境 変 動 に 関 す る 総 合 的
研 究 及 び 海 域 活 断 層 の 評 価 手 法 に 関 す る 研 究 ( 平 成 Ⅱ 年 度 研 究 概 要 報 告
1 勺 , 地 質 調 査 所 速 報  n o .  M G / 0 0 / 1 , 2 0 4 - 2 1 1 , 2 0 0 0
海 底 柱 状 試 料 ・ な ら び に 海 底 表 層 試 羽 ・ に み る 有 明 海 中 央 部 に お け る 完 新 世 環 境
変 遷 史 ( 予 察 )
塚 脇 真 二 ・ 浅 野 い ず み ・ 小 沢 広 和 ・ 古 田 徳 仁 ・ 堂 満 華 子 ・ 秋 元 和 実 ・ 松 田










































4 . カ リ フ ォ ル ニ ア 湾 ワ イ マ ス 海 盆 の 第 三 紀 末 ~ 第 四 紀 の 有 孔 虫 群 ・ D S D P L e g
6 4 、
的 場 保 望 ・ 尾 田 太 良 ・ 山 口 明 , 日 木 地 質 学 会 第 8 8 年 学 術 大 会 , 1 9 8 1 年 4
月 , 東 京
5 . 中 新 統 浮 遊 性 微 化 石 屡 序 の 現 状 と 問 題 点
尾 田 太 良 ・ 長 谷 川 四 郎 ・ 本 田 信 幸 ・ 丸 山 俊 明 ・ 舟 山 政 昭 , 石 油 技 術 協 会 定 期
地 質 ・ 探 鉱 シ ン ポ ジ ウ ム 「 年 代 層 序 学 の 最 近 の 進 歩 と 石 油 探 鉱 へ の 応総 会 ,
用 」 , 1 9 8 2 年 6  目 , 斬 潟
6 . 1 n t e g r a t e d  b i o s t r a t i g r a p h y  o f  p l a n k t o n l c  f o r a m i n i f e r a ,  c a l c a r e o u s  n a n n o f o s s i l ,
r a d i o l a r i a n s  a n d  d i a t o m s  o f  m i d d l e  a n d  u p p e r  M i o c e n e  s e q u e n c e s  o f  c e n t r a l  a n d
n o r t h e a s t  H o n s h u , J a p a n
O d a ,  M . , 3 r d  l n t e r n a t i o n a l  c o n g e s s  o n  p a c i f i c  N e o g e n e  s t r a t l g r a p h y  1 9 8 2 ,  s a n
F r a n s i s c o ,  U S A
フ . 第 三 系 、 第 四 系 境 界 模 式 屡 準 の 提 唱 と 対 比
中 川 久 夫 ・ 新 妻 信 明 ・ 尾 田 太 良 ・ 高 山 俊 昭 ・ 徳 永 重 元 ・ 的 場 保 望 ・ 北 里 洋
小 泉 格 ・ 酒 井 豊 三 郎 , 日 本 地 質 学 会 第 9 1 年 学 術 大 会 , 1 9 8 4 年 3 月 . 東 京
8 . 庄 内 地 域 お よ び 新 庄 盆 地 新 第 三 系 の 古 地 磁 気 層 序
真 鍋 健 一 ・ 佐 藤 比 呂 志 ・ 尾 田 太 良 ・ 内 藤 研 司 , 日 本 地 質 学 会 第 9 2 年 学 術 大
会 , 1 9 8 5 年 4 月 , 山 口
9 . 福 島 県 双 葉 地 域 に 分 布 す る 多 賀 層 群 の 微 化 石 層 群
竹 谷 陽 二 郎 ・ 相 田 優 ・ 岡 田 尚 武 ・ 尾 田 太 良 ・ 長 谷 川 四 郎 ・ 丸 山 俊 明 ・ 根 本
直 樹 , 日 本 地 質 学 会 第 9 3 年 学 術 大 会 , 1 9 8 6 年 4 月 , 東 京
1 0 . 新 た に 作 成 し た 古 地 磁 気 . 微 化 石 年 代 尺 度 に つ い て
尾 田 太 良 , 日 本 地 質 学 会 第 9 3 年 学 術 大 会 , 1 9 8 6 年 5 月 , 山 形
Ⅱ . 南 部 フ ォ ッ サ マ グ ナ 飯 富 地 域 の 西 八 千 代 ・ 静 川 両 層 群 の 浮 遊 性 有 孔 虫 化 石 に
よ る 地 質 年 代
尾 田 太 良 ・ 秋 元 和 実 ' 浅 井 寿 光 , 日 本 古 生 物 学 会 , 1 9 釘 年 6 見 , 静 岡 ,
1 2 . 山 形 県 新 庄 盆 地 ゴ 畷 尿 の 新 第 三 系 の 屡 序
武 部 晃 充 ・ 佐 蕨 比 呂 志 ・ 岡 田 尚 丘 し 尾 田 太 良 ・ 小 笠 原 憲 四 郎 , 日 本 地 質 学 会
第 鮖 年 学 術 大 塊 , 1 9 8 8 年 4 月 , 沖 縄
1 3 ' 宮 崎 層 群 の 浮 遊 性 有 孔 虫 化 石 層 序




エクスマス海台、オーストラリア大陸北西縁での後期三畳期15. ODP Leg 122
以降の堆積体発達史




























中 川 洋 ・ 本 別 信 幸 ・ 尾 田 太 良 ・ 辻 喜 弘 ( 1 9 9 2 ) , 沖 縄 県 伊 良 部 島 南 ' 方 海 域 島
棚 に 発 達 す る " 琉 球 石 灰 岩 " の 地 質 層 序 に つ い て
中 川 洋 ・ 本 田 信 幸 ・ 尾 田 太 良 ・ 辻 喜 弘 , 日 本 地 質 学 会 第 9 9 年 学 術 大 会 ,
1 9 9 2 年 4 月 . 熊 本
2 6
九 州 西 方 海 域 に お け る 現 生 底 生 有 孔 虫 群 集 の 分 布 に つ い て
小 林 万 里 子 ・ 秋 元 和 実 ・ 尾 田 太 良 , 日 木 古 生 物 学 会 例 会 , 1 9 兜 年 2 月 , 盛 岡
2 7 . 黒 瀞 川 毎 域 の 3 つ の 季 節 に お け る 原 生 浮 遊 性 有 孔 虫 の 生 息 、 深 度 分 布 に つ い て
士 橋 正 也 ・ 尾 田 太 良 , 日 木 古 牛 物 学 会 例 会 , 1 9 9 4 年 2 月 . 熊 本
2 8 . 太 平 洋 沿 岸 表 層 堆 桜 物 か ら の 浮 ・ 遊 性 有 孔 虫 群 集 デ ー タ 解 析
嶽 本 あ ゆ み ・ 尾 田 太 良 , 日 本 古 生 物 学 会 例 会 , 1 9 9 4 年 2 月 . 熊 本
2 9 . 浮 遊 性 有 孔 虫 群 集 か ら み た 西 赤 道 、 北 西 太 平 洋 の 過 去 1 5 万 年 間 の 海 洋 環 境 変
動
木 元 克 典 ・ 尾 田 太 良 , 日 本 古 生 物 学 会 例 会 , 1 9 9 4 年 2 月 , 熊 本
3 0 . 黒 潮 海 域 の 3 つ の 季 節 に お け る 原 生 浮 遊 性 有 孔 虫 の 生 息 、 深 度 分 布 に つ い て
士 橋 正 也 ・ 尾 田 太 良 , 日 本 古 生 物 学 会 例 会 , 1 9 9 4 年 2 月 . 熊 本
3 1 . 宮 崎 層 群 に 挟 在 さ れ る 凝 灰 岩 の K ・ A r 年 代 学 的 研 究 ,
鳥 井 真 之 ・ 板 谷 徹 丸 ・ 尾 田 太 良 , 日 本 地 質 学 会 第 1 0 1 年 学 術 大 会 , 1 9 9 4 年 3
打 , 東 京
3 2 . 宮 崎 層 群 の 凝 灰 岩 に つ い て
鳥 井 真 之 ・ 石 川 裕 誠 ・ 吉 村 康 隆 ・ 尾 田 太 良 , 日 本 地 質 学 会 西 日 本 支 部 会 報 ,
1 9 9 4 年 2 月
3 3 . イ ン ド 洋 の 低 緯 度 地 域 の 鮮 新 世 ・ 中 期 始 新 世 浮 遊 性 有 孔 虫 の 群 集 変 化
西 弘 嗣 ・ 向 山 健 二 郎 ・ 尾 田 太 良 , 日 本 古 生 物 学 会 年 会 , 1 9 9 4 年 6 月 , 東 京
3 4 . 栃 木 県 荒 川 層 群 小 塙 層 の 浮 遊 性 有 孔 虫 に よ る 微 化 石 層 序
宇 佐 美 守 引 、 ・ 高 橋 雅 紀 ・ 尾 田 太 良 , 日 本 地 質 学 会 第 1 0 2 年 学 術 大 会 , 1 9 鮖 年
4  河 , 広 島
3 5 . 宮 崎 県 国 富 付 近 に 分 布 す る 宮 崎 層 群 下 部 の 浮 遊 性 有 孔 虫 化 石 屡 群
大 宅 哲 哉 ・ 尾 田 太 良 ・ 鳥 井 真 之 , 日 本 地 質 学 会 第 1 0 2 年 学 術 大 会 , 1 9 9 5 年 4
月 , 広 島
3 6 . イ ン ド 洋 の 高 緯 度 地 域 の 始 新 世 ~ 前 期 漸 新 世 浮 遊 性 有 孔 虫 の 群 集 変 化
西 弘 嗣 ・ 茅 根 礼 子 ・ 尾 田 太 良 , 日 本 古 生 物 学 会 年 会 . 1 9 9 5 年
37. The path of Kuroshio during the last 20,ooo yrs:its paleoceanographic response
to g]obal climatic changes
Oda, M., Takemoto, A., XU, X., and Tsuchihashi, M.,30th lnternational Ge010gical





























4 8 . 海 洋 古 環 境 の 復 元 を め ざ し て 一 浮 遊 性 有 孔 虫 か ら の ア プ ロ ー チ ー
尾 田 太 良 , 南 海 研 シ ン ポ ジ ウ ム , 1 9 9 8 年 2 月 , 鹿 児 島
4 9 .  p a l e o c e a n o g a p h y  o f t h e  K u r o s h i o - o y a s h i o  R e g i o n  0 丘 J a p a n  d u r i n g  l a s t  2 1 , o o o  y 玲
M .  o d a ,  A . ,  T a k e m o t o ,  A . ,  s h i m i z u  a n d  M .  T s u c h i h a s h i ,  t h e  6 t h  l n t e r n a t i o n a l
C o n f e r e n c e  o n  p a l e o c e a n o g a p h y ,  A u g u s t , 1 9 9 8 ,  L i s b o n ,  p o r t u g u D
5 0 . 東 シ ナ 海 S S T 2 に お け る 浮 遊 性 有 孔 虫 の 沈 降 過 程
山 崎 誠 ・ 尾 田 太 良 ・ 田 中 裕 一 郎 ・ 池 原 研 ・ 片 山 肇 , 日 本 海 洋 学 会 春 季
大 会 . 1 9 9 7 年 3 月
5 1 . 刈 哨 畢 ト ラ フ セ ジ メ ン ト ト ラ ッ プ に お け る 浮 遊 性 有 孔 虫 の 沈 降 過 程 に つ い て
山 崎 誠 ・ 尾 田 太 良 ・ 池 原 研 , 日 本 地 質 学 会 第 1 0 4 年 学 術 大 会 . 1 9 9 7 年 4
月 , 東 京
5 2 . 南 九 升 悔 羊 新 世 伊 作 火 砕 流 堆 積 物 と そ れ に 伴 う  C O ・ i g n i m b r i t e a s h ・ f a Ⅱ d 即 O s i t s
に つ い て
鳥 井 真 之 ・ 尾 田 太 良 ・ 渋 谷 秀 敏 , 日 本 地 質 学 会 第 1 0 4 年 学 術 大 会 , 1 9 9 7 年 4
月 , 東 京
脇 . 三 陸 沖 コ ア  K H 9 4 - 3 L M 8 P C 5 の 浮 遊 性 有 孔 虫 化 石 群 集 か ら み た 過 去 9 万 年 問
の 海 洋 変 動
清 水 秋 秀 ・ 嶽 本 あ ゆ み ・ 椎 原 美 紀 ・ 鳥 井 真 之 ・ 尾 田 太 良 . 日 本 地 質 学 会 第
1 0 4 年 学 術 大 会 , 1 9 9 7 年 4 月 , 東 京
5 4 . 青 島 付 近 に 分 布 す る 新 第 三 系 宮 崎 層 群 の 層 序
浜 田 元 ・ 鳥 井 真 之 ・ 大 宅 哲 哉 ・ 菊 池 宣 紀 ・ 桑 原 一 貴 ・ 尾 田 太 良 , 日 本 地 質
学 会 第 1 0 4 年 学 術 大 会 , 1 9 9 7 年 4 月 , 東 京
5 5 . 東 シ ナ 海 S S T 2 に お け る 浮 遊 性 有 孔 虫 の 沈 降 過 程
日 本 海 洋 学 会 春 季
肇 ,
山 崎 誠 ・ 尾 田 太 良 ・ 田 中 裕 一 郎 ・ 池 原 研 ・ 片 山
大 会 , 1 9 9 7 年
5 6 . 沖 縄 ト ラ フ セ ジ メ ン ト ト ラ ッ プ に お け る 浮 遊 性 有 孔 虫 の 沈 降 過 程 に つ い て
山 崎 誠 ・ 尾 田 太 良 ・ 池 原 研 , 日 本 地 質 学 会 第 1 0 4 年 学 術 大 会 . 1 9 9 7 年 4
月 , 東 京
5 7 .  p l a n k t i c  f o r a m i n i f e r a l  r e c o r d  o f  t h e  p a l e o c e a n o g r a p h y  o f t h e  e a s t e r n  E a s t  c h m a
S e a  d u r i n g  t h e  l a s t  2 0 , o o o  y e a r s
X U ,  X .  a n d  o d a ,  M . , 6 t h  l n t e r n a t i o n a l  c o n f e r e n c e  o n  p a l e o c e a n o g r a p h y , 1 9 9 8 ,
L i s b o n ,  p o r t u g u l
58. Transport pprocesses of planktic Foramln】fera : seasonal changes in the East
China sea










62. SUTface water changes ofthe eastern Eastchina sea since 24,oooyrs BP:
Evidence 丘om p]anlくtic foramlnifera in threeplston cores.
XU, X., oda, M. and saito, Y,1nternational workshop on sediment transport and
Storage incoastalsea・ocean system, March,1999, Tsukuba, Japan
63. Transport processes of foraminifera 丘om the shelf edge to the slope in the East
China sea: evidence 丘om sedimenttrap experiment












67Sediment Trap Results From the okinawa Trough and the Ryukyu Trench
Variations in the species Flux of planktic Forammifera
X. XU, Y. Kohno, R. Katayama, M. Yamasald, M. Tsuchihashi, M. Honda, M
Kusakabe and M. oda, AGU(western pacific meeting), June,2000, Tokyo
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西 太 平 洋 赤 道 域 の セ ジ メ ン ト ' ト ラ ッ プ に 基 づ く 浮 遊 性 有 孔 虫 フ ラ ッ ク ス の
時 系 列 変 化
尾 田 太 良 , 科 学 技 術 庁 振 興 調 整 費 海 の 分 科 会 , 2 0 0 1 年 2 月 . 東 京
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ム )  2 0 0 1 年 6 月 , 東 京
7 0 .  P ] a n k t i c  f o r a m 血 i f e r a ]  r e c o r d  o f t h e J a p a n  s e a  d u r i n g  t h e  l a s t  2 5 , o o o  y e a r s
D o m i t s u ,  H . ,  o d a ,  M . ,  a n d  T s u k a w a k i ,  S . , 7 t h  i n t e r n a t i o n a ]  c o n f e r e n c e  o n
P a l e o c e a n o g r a p h y .  s e p t e m b e r , 2 0 0 1 ,  s a p p o r o ,
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T s u c h i h a c h i ,  M . ,  a n d  o d a ,  M . , 7 t h  i n t e r n a t i o n a l  c o n f e r e n c e  o n  p a l e o c e a n o g a p h y ,
S e p t e m b e r , 2 0 0 1 ,  s a p p o r o ,
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月 . 金 沢
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釘 . 日 本 海 南 部 に お け る 過 去 6 3 0 0 年 間 の 浮 遊 性 有 孔 虫 群 集 の 時 間 的 変 化
堂 満 華 子 ・ 加 藤 道 雄 ' 塚 脇 真 二 ・ 尾 田 太 良 , 第 3  回 金 沢 大 学 2 1 世 紀 C O E  シ ン
ポ ジ ウ ム 、  2 0 0 5 年 2 月 , 金 沢
8 8 . 日 本 海 対 馬 海 盆 K T 9 8 - 1 7 P 、 1 コ ア の 浮 遊 性 有 孔 虫 群 集 の 時 問 的 変 化
堂 満 華 子 ・ 尾 田 太 良 ・ 塚 脇 真 二 , 有 孔 虫 研 究 集 会 , 2 0 0 5 年 3 打
8 9 . 日 本 産 新 生 代 小 型 有 孔 虫 の 模 式 標 木 保 管 の 現 状 に つ い て
長 谷 川 四 郎 ・ 秋 元 和 実 ・ 有 孔 虫 画 像 デ ー タ ベ ー ス 準 備 会 ・ 相 田 優 ・ 八 田
明 夫 ・ 加 藤 道 雄 ・ 長 谷 川 卓 ・ 北 里 洋 ・ 的 場 保 望 ・ 三 輪 美 智 子 ・ 根 本 直 樹
石 村 豊 穂 ・ 西 弘 嗣 , 能 條 歩 ・ 野 村 律 夫 ・ 尾 田 太 良 ・ 大 木 公 彦 ・ 安 田
尚 登 ・ 阿 音 側 亘 平 ・ 牧 町 1 攷 一  1 岡 本 恵 ・ 田 ヰ ・ . 正 和 ・ 内 田 淳 一 ・ 吉 木 直 一 ,
日 本 古 生 物 学 会 例 会 , 2 0 0 5 年 2  打 ,
9 0 . Π 本 海 に お け る 表 層 堆 積 物 中 の 浮 遊 性 有 孔 虫 群 集 一 そ の 地 理 的 分 布 と 表 屡 水
塊 と の 対 応 関 係 一
堂 満 華 子 ・ 尾 田 太 良 , 第 4 回 有 孔 虫 研 究 会 研 究 集 会 , 2 0 0 6 年 2 月 , 仙 台
9 1 .  G e o g r a p h i c a 】  d i s t r i b u t i o n s  o f p l a n k t i c  f o r a m i n 迂 e r a  i n  J a p a n  s e a  s u r f a c e  s e d i m e n t s
D o m i t s u ,  H 、  a n d  o d a ,  M . , 4 t h  l n t e r n a t i o n a l  s y m p o s i u m  o f t h e  K a n a z a w a
U n i v e r s i t y  2 1 S t ・ c e n t u r y  c o E  p r o g m m  " p r o m o t i n g  E n v i r o n m e n t a l  R e s e a r c h  i n
P a n ・ J a p a n  s e a  A r e a ・ Y o u n g  R e s e a r c h e r s '  N e t w o r k " ,  M a r c h , 2 0 0 6 ,  K a n a z a w a
9 2 . 完 新 世 の 日 本 海 南 部 に お け る 現 在 型 の 表 層 水 環 境 の 成 立 一 対 馬 海 盆 K T 9 8 - 1 7
P 、 1 コ ア の 浮 遊 性 有 孔 虫 群 集 解 析 一
堂 満 華 丁 ・ ・ 尾 田 太 良 ・ 塚 脇 真 二 , 研 究 船 共 同 利 用 成 果 発 表 会  n 毎 学 問 」 , 日
本 科 学 未 来 館 , 2 0 0 6 年 9 月 , 東 京
9 3 .  p l a n k t i c  f o r a m i n i f e r a l  a s s e m b l a g e s  a n d  s t a b l e  i s o t o p e  r e c o r d s  o f t h e  s o u t h e r n
J a p a n  s e a  d u r i n g  t h e  l a s t  2 7 , o o o  y e a r s
D o m i t s u ,  H . ,  o d a ,  M . ,  A h a g o n ,  N . ,  T s u k a w a k i ,  S . , 1 k e h a r a ,  K .  a n d  K a t a y a m a ,  H . ,
F O R A M S  2 0 0 6 , 1 n t e r n a t i o n a l  s y m p o s i u m  o n  F o r a m i n i f e r a ,  s e p t e m b e r , 2 0 0 6
N a t a l ,  B r a Z 1 1
9 4 .  p l a n k t i c  f o r a m m l f e r a ]  a s s e m b l a g e s  a n d  o x y g e n  l s o t o p e  r e c o r d s  o f t h e  n o r t h w e s t
A t a b i a n  s e a  o v e r  t h e  p a s t  2 1 5 , o o o  y e a r s
I s h i k a w a ,  S . ,  o d a ,  M . ,  M u r a y a m a ,  M . ,  K a g a w a ,  H '  a n d  o y a m a ,  T . ,  F O R A M S  2 0 0 6 ・
I n t e r n a t i o n a l  s y m p o s l u m  o n  F O T a m i n i f e r a ,  s e p t e m b e r , 2 0 0 6 .  N a t a l ,  B r a z i l
95. Evolution of deep circulation ]ink to surface・water changes of 血e southern Japan
Sea since the last glacial period
Domitsu, H., oda, M,, Ahagon, N., Tsukawakl, S.,1kehara, K. and Katayama, H.,
The 21St century coE lnternational symposlum 2006 "climate change: past
and Future", November,2006, sendai, Japan
96. precessionalforcing of planktlc foraminlferal assemb]ages in the northwest
Arabian sea:implications for lnonsoonal dynamics during the last 230,ooo years
Ishikawa, S., oda, M., Murayama, M., Kagawa, H. and oyama, T., The 21St
Century coE lnternational symposium 2006 "climate change: past and Future ,
November,2006, sendai, Japan,
97. Development ofthe western pacific warm po01(N八IPWP) and its connectlon to
the c]osing of the lndoneslan seaway based on ana]ysis of the planktic
forammlferalassemblage m the western pacific
Sato, K., oda, M. and chiyonobu, S., The 21St century coE lnternational

























1 _ 1 本 海 南 部 完 ネ 斤 雌 コ ア の 浮 遊 性 有 孔 虫 群 染
堂 満 華 了 ' ・ 尾 田 太 良 ・ 塚 脇 真 二 ・ 加 朝 寮 道 雄 ,  M R C 研 究 発 表 会 , 2 0 0 7 年 3  河 ,
札 幌
北 太 平 洋 D S D P S 北 e 3 1 0 お よ ぴ O D p s i t e 1 2 1 0 の 上 割 綜 斤 生 界 石 灰 質 ナ ン ノ 化 石
屡 序
千 代 延 俊 ・ 森 悠 子 ・ 尾 田 太 良 :  M R C 成 果 報 告 発 表 会 , 2 0 0 7 年 3 月 . 札 幌
三 陸 沖 O D p s i t e Ⅱ 5 0 の 上 部 鮮 新 統 か ら 更 新 統 の 浮 遊 性 有 孔 虫 化 石 屡 序
堂 満 華 子 ・ 尾 田 太 良 ,  M R C  成 果 帳 告 発 表 会 , 2 0 0 7 年 3 月 , 札 幌
1 9 9 9 年 ラ ニ ー ニ ャ 期 の 西 赤 道 メ C F 洋 で の 赤 道 湧 珂 . と モ ン ス ー ン に 対 す る 浮
遊 性 右 孔 虫 の 応 答
1 _ [ 1 崎 誠 ・ 佐 々 木 亮 ・ 尾 田 太 良 ・ 常 満 苹 子 ,  M R C  成 果 報 , 告 発 表 会 , 2 0 0 7 年
3 月 , 札 幌
タ ス マ ニ ア 西 沖 に お け る 後 期 中 新 世 ~ 前 期 鮮 新 世 に か け て の  G l o b o c o n e Ⅱ a ゛
属 の 形 態 進 化
野 崎 莉 代 ・ 尾 田 太 良 ・ 鈴 木 紀 毅 ,  M R C 研 究 発 表 会 , 2 0 俳 年 3 月 , 札 幌
H 0 1 0 c e n e  s u r f a c e ・ w a t e t  e v o l u t i o n  i n  t h e  J a p a n  s e a  i n f e n ' e d  f r o m  t h e
S p a t i o t e m p o r a l  d i s t n b u t i o n  o f  p l a n l d l c  f o r a m i n i f a 、 a  N e o g l o b o q u a d r i n a  i n c o m p t a
D o m i t s u ,  H . ,  o d a ,  M . ,  S I 〕 i i h a r a ,  M . ,  T o r i i ,  M . ,  T s u k a w a k i ,  S .  a n d  K a t o ,  M . , 9 t h
I n t e m a t i o n a l  c o n f e r e n c e  o n  p a l e o c e a n o g a p h y ,  s e p t e m b e r , 2 0 0 7  S h a n g h a l ,  c h i n a ,
T h e  p a l e o c e a n o g r a p h i c  v a r i a b i 1 北 y  i n  t h e  w e s t e r n  N o r t h  p a c i f i c  o v e r  t h e  l a s t  1 5 0
k y n ' e c o n s t r u c t e d  丘 ' o m  p l a n k t l c  f o r a m m l f a ' a l  r e c o r d s
I s h i k a w a ,  S . ,  o d a ,  M .  a n d  l k e h a r a ,  M . , 9 t h  l n t e r n a t i o n a l  c o n f e r e n c e  o n
P a l e o c e a n o g r a p h y ,  s e p t e m b e r , 2 0 0 7  S h a n g h a l ,  c h i n a ,
D e v e l o p m e n t  o f t h e  w e s t e r n  p a c i f i c  w a r m  p o o l  d u r i n g  t h e  p l i o c e n e  b a s e d  o n
P l a n l d i c  f o r a m i n i f e r a ]  f a u n a l ,  M 創 C a ,  a n d  o x y g e n  i s o t o p e  r e c o r d s
S a t o , 1 < . ,  o d a ,  M . ,  c h i y o n o b u ,  S ,  a n d  K i m o t o ,  K . , 9 t h  l n t e r n a t i o n a l  c o n f e r e n c e  o n
1 、 ] e o c e a n o g r a p h y ,  s e p t e m b e r , 2 0 0 7  S h a n g h a i ,  c h i n a ,
L a t e  p l i o c e n e  h i g h ・ r e s o l u t i o n  p l a n k t i c  f o r a m i n i f e r a l  a n d  o x y g e n  i s o t o p e  r e c m ' d s
丘 o m  血 e  N o b o r i F o r m a t i o n ,  s h i k o k u ,  s o u t h w e s t J a p a n
M a s u b u c h i ,  Y . ,  o d a ,  M . , 1 k e h a r a ,  M . ,  K o d a m a ,  K . ,  K a m e o ,  K . ,  K o n d o ,  Y . ,  s u z u k i ,  N
a n d  l w a i ,  M . , 9 t h  l n t e r n a t i o n a l  c o n f e r e n c e  o n  p a l e o c e a n o g r a p h y ,  s e p t e m b e r ,









113IntegTated stratigraphy and planktlc foraminiferal assemblages from upper
PⅡOcene Miyazald GrouP 血 the southern part ofKyushu, SX入7Japan
Morimoto, J., oda, M., Torii, M., chiyonobu, S. and Tanizawa, T.,9th lnternational
Conference on paleoceanography, september,2007 Shanghal, chma
114Morph010gy of the planktic foraminifera】 clade G]obocone11a 丘om the late
Miocene to the early pliocene of oDp site 11680n the western mal、gin of
Taslnania
Nozaki, R., oda, M., chiyonobu, S. and suzuki, N.,9壮] 1nternatlonal conference
On paleoceanography september,2007 Shanghai, china
115. North pacific paleoceanognphy:1ate pliocene to pleistocene p】anktic
foraminifera] assemblages
Mori, Y., Domitsu, H., oda, M. and chiyonobu, S.,9th lntern2tional conference
On paleoceanography september,2007 Shanghal, chlna
116Establishment of calibration equation of M創Ca paleothermometry in planktic
foraminifera in the westa'n North pad丘C
Murakami, S.,1くimoto, K., oda, M. and Yamada, T,9th lnternational conference
On paleoceanography september,2007 Shanghal, chlna
117The establishme址 of modern surface・water conditions in the Japan sea during
the H010cene
Domitsu, H., oda, M., shiihara, M., Torii, M., Tsukawaki, S. and Kato, M.,
EASTEc symposium 2007: Dynamic Earth ・北S origin and future, september,
2007, sendai, Japan
29
118Reconstruction of the Kuroshlo current variability in the western North pacific
dunng the last 150,ooo based on planktic foraminifera] records
Ishilくa、va, S., oda, M. and lkehara, M., EASTEc symposium 2007: Dynamic
Earth ・its origin and futute, septembe二 2007, sendai, Japan
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